
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この冊子は、高齢者の日常生活の状況や高齢者福祉サービス等の利用意向等を把握

し、高齢者保健福祉計画（第７期介護保険事業計画を含む）の策定作業の基礎資料を得

ることを目的として実施した調査の概要です。貴重な資料として活用させていただくととも

に、ご協力くださった方々に、心からお礼申し上げます。 
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１．調査の目的 

 高齢者保健福祉計画（第７期介護保険事業計画を含む）の策定のため、対象となる高齢者の生活実

態、生活機能の状態、保健・福祉・介護保険に係るサービス、施策・制度等に関する意向等を把握す

ることを目的として実施しました。 

 

２．調査対象 

  ① 一般高齢者  ： 要介護・要支援認定を受けていない高齢者  1,600 人 

  ② 要介護認定者： 要介護・要支援認定を受けている高齢者    2,000 人 

 

３．調査期間 

平成 28 年 11 月から平成 28 年 12 月 

 

４．調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５．回収状況 

区分 配布数 有効回収数 有効回収率 

①一般高齢者 1,600 通 1,143 通 71.4％ 

②要介護認定者 2,000 通 1,177 通 58.9％ 

 

６．調査結果の表示方法 

・各質問にはアンケートの総回答者数を「回答者数」として表し、その設問の回答対象者数を「対象者

数」として表してあります。また、複数回答の場合は回答件数を「回答数」として表してあります。 

・回答の比率（％）は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があり

ます。 

・複数の質問の回答をかけあわせたクロス集計を行っている項目については、基準となる質問の回答

が「無効・無回答」であったものを集計から除いている場合があるため、回答者数が調査全体の回答者

数と一致しないことがあります。 

 

Ⅰ 調査の概要 
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◇対象者について 
 

１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年齢（平成 28 年 12 月 1 日現在） 

 
65 歳～ 

69 歳 

70 歳～ 

74 歳 

75 歳～ 

79 歳 

80 歳～ 

84 歳 

85 歳～ 

89 歳 

90 歳～ 

94 歳 

95 歳 

以上 

無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,143) 
343 302 256 160 47 18 2 15 

構成比 30.0% 26.4% 22.4% 14.0% 4.1% 1.6% 0.2% 1.3% 

 

３ 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男 女 
無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,143) 
538 591 14 

構成比 47.1% 51.7% 1.2% 

 ひとり暮らし 

高齢者のみ

の世帯 

（家族全員が

65 歳以上） 

64 歳以下の

家族と同居の

世帯 

その他（施設

入所など） 

無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,143) 
198 500 411 13 21 

構成比 17.3% 43.7% 36.0% 1.1% 1.8% 

Ⅱ 調査結果（一般高齢者） 
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◇日常生活について 

 

１ 現在行っている活動（複数回答） 

「友人・知人とのつきあい」の件数が616件と最も多く、次いで「夫婦や家族とのだんらん」

の件数が 459 件、「個人で行う趣味の活動」の件数が 360 件となっています。 

 

回答者数：1,143 人 回答数：2,815 件 

 

２ 現在は行っていないが、今後行いたい活動（複数回答） 

「特にない」の件数が273件と最も多く、次いで「健康に関する集まりやスポーツ活動」の

件数が 155 件、「個人で行う趣味の活動」の件数が 122 件となっています。 

 

回答者数：1,143 人 回答数：1,527 件 

276

360

241

101

84

194

159

83

459

616

160

82

0 100 200 300 400 500 600 700

仕事

個人で行う趣味の活動

趣味のサークルやクラブ活動

学習や教養を高めるための活動

ＮＰＯ・ボランティア活動

健康に関する集まりやスポーツ活動

町内会、自治会活動

老人クラブや老人会の活動

夫婦や家族とのだんらん

友人・知人とのつきあい

特にない

無効・無回答

42

122

114

116

80

155

44

55

31

42

273

453

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

仕事

個人で行う趣味の活動

趣味のサークルやクラブ活動

学習や教養を高めるための活動

ＮＰＯ・ボランティア活動

健康に関する集まりやスポーツ活動

町内会、自治会活動

老人クラブや老人会の活動

夫婦や家族とのだんらん

友人・知人とのつきあい

特にない

無効・無回答
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３ 現在の悩みについて（複数回答） 

「自分の健康や病気について」の件数が 456 件と最も多く、次いで「なし」の件数が 340

件、「同居家族の健康や病気について」の件数が 239 件となっています。 

回答者数：1,143 人 回答数：1,856 件 

 

◇地域とのかかわりについて 

 

１ 近所との付き合いについて 

「親しくつきあっている人がいる」の割合が 37.4％と最も高く、次いで「立ち話をする程度

の人がいる」の割合が 35.0％、「あいさつをする程度の人がいる」の割合が 18.5％となって

います。 

 

回答者数：1,143 人 

340

49

17

30

172

139

456

239

87

24

39

157

32

75

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

なし

家族との人間関係

友人・知人との人間関係

話し相手がいないこと

生活費について

自分の介護について

自分の健康や病気について

同居家族の健康や病気について

家族や親族に対する介護について

財産管理について

遺産相続について

子や孫の将来について

その他

無効・無回答

親しくつきあっている

人がいる

427人 37.4%

立ち話をする程度の

人がいる

400人 35.0%

あいさつをする程度

の人がいる

211人 18.5%

近所にはつきあっている人は

ほとんどいない

72人 6.3%

無効・無回答

33人 2.9%
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２ 地域活動への参加状況 

① 現在参加している地域活動（複数回答） 

「特にない」の件数が 484 件と最も多く、次いで「お祭りや運動会などの地域行事への

参加」の件数が 156 件、「囲碁、将棋、手芸、カラオケなどの趣味の活動」の件数が 140

件となっています。 

回答者数：1,143 人 回答数：1,609 件 

 

 ② 現在参加していないが、今後参加したい地域活動（複数回答） 

「特にない」の件数が 419 件と最も多く、次いで「囲碁、将棋、手芸、カラオケなどの趣

味の活動」の件数が 107 件、「体操、ゲートボール、ダンスなどの運動やスポーツ活動」

の件数が 105 件となっています。 

 

回答者数：1,143 人 回答数：1,451 件 

120

137

140

156

122

49

123

8

28

14

33

484

195

0 100 200 300 400 500 600

老人会、いきいきサロンなどへの参加

体操、ゲートボール、ダンスなどの運動やスポーツ活動

囲碁、将棋、手芸、カラオケなどの趣味の活動

お祭りや運動会などの地域行事への参加

町内会・自治会役員、民生委員活動

交通安全、防犯・防災等の活動

清掃、花や木の手入れなどの美化活動

子供会や勉強・スポーツ指導などの青少年育成活動

家事の手助けや見守りなどの高齢者の支援活動

保育の手伝い等の子育て支援活動

その他

特にない

無効・無回答

77

105

107

38

35

43

88

25

56

39

14

419

405

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

老人会、いきいきサロンなどへの参加

体操、ゲートボール、ダンスなどの運動やスポーツ活動

囲碁、将棋、手芸、カラオケなどの趣味の活動

お祭りや運動会などの地域行事への参加

町内会・自治会役員、民生委員活動

交通安全、防犯・防災等の活動

清掃、花や木の手入れなどの美化活動

子供会や勉強・スポーツ指導などの青少年育成活動

家事の手助けや見守りなどの高齢者の支援活動

保育の手伝い等の子育て支援活動

その他

特にない

無効・無回答
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３ 地域で高齢者を支えあう仕組みについて 

①  地域の方にしてほしい支援（複数回答） 

「特にない」の件数が 609 件と最も多く、次いで「草とりや水やりなどの庭の手入れ」

の件数が 159 件、「見守り」の件数が 154 件となっています。 

回答者数：1,143 人 回答数：1,684 件 

 

②  支える側になりたいかについて 

  支える側に「なりたいと思う」の割合が 45.8％、「なりたいと思わない」の割合が 41.9％

で、ほぼ同じ割合です。 

 

回答者数：1,143 人 

92

132

12

154

31

129

159

109

15

114

22

609

106

0 100 200 300 400 500 600 700

買い物などの外出の付き添い

ごみだし

留守番

見守り

書類や手紙などの代書・代筆

買い物の代行

草とりや水やりなど庭の手入れ

日常の清掃や大掃除

犬の散歩などペットの世話

電球の取替えや障子の張替えなど

その他

特にない

無効・無回答

なりたいと思う

523人 45.8%

なりたいと思わない

479人 41.9%

無効・無回答

141人 12.3%



- 7 - 

 

また、男女別、年齢別でみると、「なりたいと思う」の割合が最も高かったのは、女性 70

代前半で、その割合は 56.1％となっています。 

 

回答者数：1,125 人(年齢無効回答 18 件を除く) 

52.5%

56.1%

41.6%

44.0%

20.7%

7.7%

38.0%

28.7%

40.8%

48.8%

51.7%

53.8%

9.5%

15.3%

17.6%

7.1%

27.6%

38.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

65～69 179

70～74 157

75～79 125

80～84 84

85～90 29

90～94 13

なりたいと思う なりたいと思わない 無効・無回答

年齢 人数

支えあいの意思（女性）

無効・無回答

50.0%

39.6%

51.9%

35.1%

22.2%

50.0%

45.1%

49.3%

35.9%

45.9%

72.2%

100.0%

4.9%

11.1%

12.2%

18.9%

5.6%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

65～69 164

70～74 144

75～79 131

80～84 74

85～90 18

90～94 5

95～ 2

なりたいと思う なりたいと思わない 無効・無回答

支えあいの意思（男性）

年齢 人数

無効・無回答
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◇認知症について 

 

  「もの忘れ」や認知症の心配について、「ある」と答えた人の割合が 53.9％となっていま

すが、「ある」と答えた人のうち 69.8％が認知症の窓口を「知らない」と答えています。 

 

回答者数：1,143 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

177人 28.7%

知らない

430人 69.8%

無回答

9人 1.5%

認知症の心配あり

616人 53.9%

認知症の心配なし

500人 43.7 %

無効・無回答

27人 2.4% 
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◇介護予防について 

 

１ 介護予防の取り組みへの参加希望 

「参加したい」と「内容、条件によっては参加したい」の割合の合計は 73.4％で、「参加し

たくない」の割合の 23.0％を大きく上回っています。 

回答者数：1,143 人 

 

２ 介護予防の住民主体の取り組みについて 

「介護予防は、市が主体となって推進してほしい」の割合が 28.6％と最も高く、次いで

「身近な場所で、住民主体で取り組みたい」の割合が 21.1％、「よくわからない」の割合が

19.6％となっています。 

 
回答者数：1,143 人 

参加したい

152人 13.3%

内容、条件によっては参加したい

687人 60.1%

参加したくない

263人 23.0%

無効・無回答

41人 3.6%

身近な場所で、

住民主体で取り組みたい

241人 21.1%

地域の誰かがリード

してくれれば、参加したい

142人 12.4%

介護予防は、市が主体と

なって推進してほしい

327人 28.6%

介護予防は、

一人ひとりが

取り組めばよい

139人 12.2%

よくわからない

224人 19.6%

無効・無回答

70人 6.1%
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◇地域包括支援センターの認知状況・利用状況 

 

「地域包括支援センターを利用したことがある。または、現在利用している」と「地域包括

支援センターを知っているが、利用したことはない」の割合の合計は 43.9％で、「地域包括

支援センターを知らない」の割合の 49.6％とほぼ同じ割合となっています。 

 

回答者数：1,143 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したことがある。

または、現在利用している

72人 6.3%

地域包括支援センター

を知っているが、

利用したことはない

430人 37.6%地域包括支援セン

ターを知らない

567人 49.6%

無効・無回答

74人 6.5%
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◇終末期医療と人生の最期を過ごす場所について 

 

１ 延命治療の希望について 

「延命治療を望まない」の割合が 84.1％、「延命治療を望む」の割合が 2.4％、「わからな

い」の割合が 10.3％となっています。 

  

回答者数：1,143 人 

 

２ 最期はどこで過ごしたいかについて 

「自宅で療養して、必要になれば医療機関に入院したい」の割合が44.8％と最も高く、次

いで「最期まで自宅で過ごしたい」の割合が 19.4％、「医療機関に入院したい」の割合が

16.1％となっています。 

 

回答者数：1,143 人 

延命治療を望む

27人 2.4%

延命治療を望まない

961人 84.1%

わからない

118人 10.3%

その他

7人 0.6%

無効・無回答

30人 2.6%

最期まで自宅で過ごしたい

222人 19.4%

自宅で療養して、

必要になれば医療機関に

入院したい

512人 44.8%

医療機関に

入院したい

184人 16.1%

老人ホームなどの施設

に入所したい

66人 5.8%

わからない

110人 9.6%

その他

16人 1.4%

無効・無回答

33人 2.9%
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◇対象者について 

 

１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年齢（平成 28 年 12 月 1 日現在） 

 
65 歳～ 

69 歳 

70 歳～ 

74 歳 

75 歳～ 

79 歳 

80 歳～ 

84 歳 

85 歳～ 

89 歳 

90 歳～ 

94 歳 

95 歳 

以上 

無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,177) 
37 83 177 293 289 196 82 20 

構成比 3.1% 7.1% 15.0% 24.9% 24.6% 16.7% 7.0% 1.7% 

 

３ 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男 女 
無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,177) 
371 791 15 

構成比 31.5% 67.2% 1.3% 

 ひとり暮らし 

高齢者のみ

の世帯（家族

全員が 65 歳

以上） 

64 歳以下の

家族と同居の

世帯 

その他 

（施設入所な

ど） 

無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,177) 
234 330 371 219 23 

構成比 19.9% 28.0% 31.5% 18.6% 2.0% 

Ⅲ 調査結果（要介護認定者） 
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◇介護サービスの利用状況について 

 

１ 要介護認定申請理由 

「ヘルパー・デイサービス・ショートステイなどの在宅サービスを利用したかった」の割合

が 26.3％と最も高く、次いで「病院を退院する際に申請するように言われた」の割合が

13.3％、「ケアマネジャー等に勧められた」の割合が 10.3％となっています。 

 
回答者数：1,177 人 

２ 介護サービスの利用状況 

「利用している」の割合が 77.0％と高く、「利用していない」が 17.2％となっています。 

 
回答者数：1,177 人 

ヘルパー・デイサービス・

ショートステイなどの

在宅サービスを利用したかった

309人 26.3%

特別養護老人ホーム

など介護保険施設に

入所したかった

76人 6.5%

住宅改修・福祉用具購入の

サービスだけを

利用しかった

29人 2.5%

主治医から申請するように

言われた

113人 9.6%

病院を退院する際に申請する

ように言われた

156人 13.3%

ケアマネジャー等に

勧められた

121人 10.3%

知り合いが要介護認

定を受けている

15人 1.3%

将来に備えて、とりあえ

ず要介護認定を受けた

95人 8.1%

その他

59人 5.0%

無効・無回答

204人 17.3%

利用している

906人 77.0%

利用していない

203人 17.2%

無効・無回答

68人 5.8%
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３ 要介護認定申請理由とサービス利用状況 

要介護認定申請理由と介護サービスの利用状況の関係をみると、申請理由が「特別養

護老人ホームなどの介護保険施設に入所したかった」の人のサービス利用率は 89.5％と

高く、申請理由が「将来に備えて、とりあえず要介護認定を受けた」の人は 45.3％、「住宅

改修・福祉用具購入のサービスだけを利用したかった」の人は 51.7％と、低い利用率とな

っています。 

 

対象者数：973 人 

 

89.3%

89.5%

51.7%

78.8%

85.3%

89.3%

86.7%

45.3%

71.2%

7.1%

5.3%

41.4%

15.0%

11.5%

8.3%

6.7%

50.5%

22.0%

3.6%

5.3%

6.9%

6.2%

3.2%

2.5%

6.7%

4.2%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ヘルパー・デイサービス・ショートステイなどの

在宅サービスを利用したかった

309人

特別養護老人ホームなどの

介護保険施設に入所したかった

76人

住宅改修・福祉用具購入の

サービスだけ利用したかった

29人

主治医から申請するように言われた

113人

病院を退院する際に申請するように言われた

156人

ケアマネジャー等に勧められた

121人

知り合いが要介護認定を受けている

15人

将来に備えて、とりあえず要介護認定を受けた

95人

その他

59人

利用している 利用していない 無効・無回答

申請理由

人数

無効・無回答
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４ 介護サービスを利用していない理由（複数回答） 

「いざというときのために認定を受けたので今は必要でない」の件数が 63 件と最も多く、

次いで「家族が介護してくれるのでサービスを受ける必要がない」の件数が 31 件、「要介

護者本人がサービスの利用を望まない（制度に頼りたくない、他人を家に入れたくないな

ど）」の件数が 27 件となっています。 

 

 

 

 

対象者数：203 人 回答数：273 件 

 

 

 

 

 

 

 

13

9

15

14

10

10

20

27

31

8

63

19

34

0 20 40 60 80

病院に入院中である

すでにサービスの利用手続き中で、

近々利用する予定でいる

住宅改修・福祉用具購入のサービスだけを

利用したかった

自分に合ったサービス提供事業者が見つからない

サービスの利用手続きがむずかしくてわからない

サービス利用料の自己負担分を払う余裕がない

以前は利用していたが、途中でやめた

要介護者本人がサービスの利用を望まない

（制度に頼りたくない、他人を家に入れたくないなど）

家族が介護してくれるのでサービスを

受ける必要がない

介護保険以外のサービスだけで足りている

いざというときのために認定を受けたので

今は必要でない

その他

無効・無回答
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◇今後のサービスの水準と保険料のあり方について 

 

「多少使えるサービスが減っても、保険料の上がり幅が大きくならないほうが良い」の割

合が 36.5％、「保険料が高くなっても、利用できるサービスが充実したほうが良い」の割合

が 25.7％、「わからない」の割合が 26.9％となっています。 

 

回答者数：1,177 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険料が高くなっても、

利用できるサービスが

充実したほうが良い

303人 25.7%

多少使えるサービスが減っ

ても、保険料の上がり幅が

大きくならないほうが良い

430人 36.5%

わからない

317人 26.9%

その他

44人 3.7%

無効・無回答

83人 7.1%
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◇今後の生活場所の希望 

 

在宅介護サービスを利用している人 676 人のうち、「自宅での生活を続けたい」の割合

が56.1％、「施設等に入所したい」の割合が8.9％、「わからない」の割合が9.2％となってい

ます。 

 

対象者数：676 人 

◇人生の最期を過ごす場所について 

 

在宅介護サービスを利用している人 676 人のうち、人生の最期を過ごす場所について

「自宅で療養して、必要になれば医療機関に入院したい」と回答した人の割合が 30.0％と

最も高く、次いで「最期まで自宅で過ごしたい」の割合が 24.4％、「わからない」の割合が

9.3％となっています。 

 

対象者数：676 人 

自宅での生活を

続けたい

379人 56.1%

施設等に入所したい

60人 8.9%

わからない

62人 9.2%

その他

8人 1.2%

無効・無回答

167人 24.7%

最期まで

自宅で過ごしたい

165人 24.4%

自宅で療養して、

必要になれば

医療機関に

入院したい

203人 30.0%

医療機関に

入院したい

48人 7.1%

老人ホームなどの

施設に入所したい

34人 5.0%

わからない

63人 9.3%

その他

1人 0.1%

無効・無回答

162人 24.0%
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◇主たる介護者の状況について 

 

１ 主たる介護者 

 「息子・娘」の割合が 38.2％と最も高く、次いで「配偶者（夫・妻）」の割合が 28.4％、介護

施設職員、ホームヘルパーなど「その他」の割合が 14.7％となっています。 

  
配偶者

（夫・妻） 

息子 

娘 

息子か娘

の夫・妻 
孫 

兄弟 

姉妹 

その他の

親族 
その他 

無効・ 

無回答 

回答者数 

(計 1,177) 
334 450 93 3 25 21 173 78 

構成比 28.4% 38.2% 7.9% 0.3% 2.1% 1.8% 14.7% 6.6% 

 

回答者数：1,177 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者（夫・妻）

334人 28.4%

息子・娘

450人 38.2%

息子か娘の夫・妻

93人 7.9%

孫 3人 0.3%

兄弟・姉妹

25人 2.1%

その他の親族

21人 1.8%

その他

173人 14.7%

無効・無回答

78人 6.6%
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２ ①主たる介護者の就労状況について 

「介護の開始前から就労はしていない」の割合が 23.2％と最も高く、次いで「介護休暇

を取得せずに、従来からの就労を続けている」の割合が 17.9％、「その他」の割合が

14.9％となっています。 

 

 

回答者数：1,177 人 

 

②男女別・年齢別の就労状況 

 

介護休暇を取得し、従来から

の就労を続けている

22人 1.9%

介護休暇を取得せずに、従来からの就

労を続けている

211人 17.9%

介護のために現在は

休職している

5人 0.4%

介護のために転職した

15人 1.3%

介護のために退職し、

今は就労していない

72人 6.1%

介護の開始前から

就労はしていない

273人 23.2%

その他

175人 14.9%

無効・無回答

404人 34.3%

上段：件数、下段：％

性別 年齢

介護休暇を取得
し、従来からの
就労を続けてい

る

介護休暇を取得
せずに、従来か
らの就労を続け

ている

介護のために現

在は休職してい
る

介護のために転
職した

介護のために退

職し、今は就労
していない

介護の開始前か

ら就労はしてい
ない

その他 合計

1 2 0 0 1 0 0 4
25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0%

8 57 0 1 6 13 8 93
8.6% 61.3% 0.0% 1.1% 6.5% 14.0% 8.6% 100.0%

3 15 0 3 13 70 45 149
2.0% 10.1% 0.0% 2.0% 8.7% 47.0% 30.2% 100.0%

12 74 0 4 20 83 53 246
4.9% 30.1% 0.0% 1.6% 8.1% 33.7% 21.5% 100.0%

0 3 0 0 2 3 6 14
0.0% 21.4% 0.0% 0.0% 14.3% 21.4% 42.9% 100.0%

6 102 2 9 23 48 36 226
2.7% 45.1% 0.9% 4.0% 10.2% 21.2% 15.9% 100.0%

2 18 3 1 21 125 59 229
0.9% 7.9% 1.3% 0.4% 9.2% 54.6% 25.8% 100.0%

8 123 5 10 46 176 101 469
1.7% 26.2% 1.1% 2.1% 9.8% 37.5% 21.5% 100.0%

40歳未満

40～64歳

65歳以上

女性合計

女性

男性

男性合計

40歳未満

40～64歳

65歳以上
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回答者数：715 人（無効・無回答 462 件を除く） 

25.0%

8.6%

2.0%

50.0%

61.3%

10.1%

1.1%

2.0%

25.0%

6.5%

8.7%

14.0%

47.0%

8.6%

30.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40歳未満 4人

40～64歳 93人

65歳以上 149人

介護休暇を取得し、従来からの就労を続けている 介護休暇を取得せずに、従来からの就労を続けている

介護のために現在は休職している 介護のために転職した

介護のために退職し、今は就労していない 介護の開始前から就労はしていない

その他

【男性】

年齢 人数

2.7%

0.9%

21.4%

45.1%

7.9%

0.9%

1.3%

4.0%

0.4%

14.3%

10.2%

9.2%

21.4%

21.2%

54.6%

42.9%

15.9%

25.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40歳未満 14人

40～64歳 226人

65歳以上 229人

介護休暇を取得し、従来からの就労を続けている 介護休暇を取得せずに、従来からの就労を続けている

介護のために現在は休職している 介護のために転職した

介護のために退職し、今は就労していない 介護の開始前から就労はしていない

その他

【女性】

年齢 人数

その他 

その他 
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３ 働きながらの介護の継続 

何らかの形態で就労していると答えた人のうち「問題はあるが、何とか続けていける」の

割合が 60.9％と最も高く、次いで「問題なく、続けていける」の割合が 15.8％、「続けていく

のは、やや難しい」の割合が 13.0％となっています。 

 

対象者数：253 人 

４ 介護者が市へ望むこと（複数回答） 

「介護サービス利用の経済的負担軽減施策の充実」の件数が 325 件と最も多く、次いで

「施設サービスの充実」の件数が271件、「介護者の休息が取れるようなサービスの充実」

が 250 件となっています。 

 

回答者数：1,177 人 回答数：2,231 件 

問題なく、続けていける

40人 15.8%

問題はあるが、

何とか続けていける

154人 60.9%

続けていくのは、

やや難しい

33人 13.0%

続けていくのは、

かなり難しい

12人 4.7%

わからない

4人 1.6%

無効・無回答

10人 4.0%

250

119

182

107

111

247

271

55

87

325

42

435

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

介護者の休息が取れるようなサービスの充実

介護者に対する地域や職場の理解の促進

介護者に対しての相談体制の充実

介護者が悩みや思いを話し交流する場の充実

家族介護教室などの介護技術を学ぶ講座の充実

在宅で介護と連携した医療が受けられること

施設サービスの充実

苦情解決体制の強化

サービス事業所の指導監督の強化

介護サービス利用の経済的負担軽減施策の充実

その他

無効・無回答


